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庶
民
の
夢
「
王
様
の
よ
う
に
白
パ
ン
に
バ
タ
ー
」
は
、
新
世
界
で
実
現
す
る

世
界
の
食
の
交
差
点
―
―
ア
メ
リ
カ
の
食
文
化
見
聞
録
【
中
】

加藤裕子（かとうひろこ）
1970年　東京に生まれる
1993年　早稲田大学政治経済学部政治学科卒業　同年（株）集英社

入社
女性月刊誌「LEE」編集部に在籍

1999年　退職。生活文化ジャーナリストとしてフリーランス
活動を開始。同年渡米
The Vegetarian Resource Group（メリーランド州）
に籍をおき、アメリカのベジタリアン事情、食生活、
健康志向などをテーマに取材。帰国後は日米のメディ
アで活躍している
著書に『寿司、プリーズ！～アメリカ人寿司を喰う』
（2002年　集英社新書）、『「シャキッと炒める」を英
語で言うと』（2002年 幻冬舎）、『食べるアメリカ人』
（2003年 大修館書店）などがある

遣
米
使
節
と
マ
ー
ク
・
ト
ゥ
エ
イ
ン

【
前
編
の
あ
ら
す
じ
】

ア
メ
リ
カ
は
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
移
民
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
人
は
、ニ
ュ
ー

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
入
植
し
た
。
彼
ら
は
飢
え
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ

ン
に
助
け
ら
れ
、
土
地
の
産
物
を
使
っ
た
新
し

い
ア
メ
リ
カ
料
理
を
作
り
上
げ
た
。
フ
ラ
ン
ス
人

は
、
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
を
建
設
し
、
土
地
の
産

物
を
フ
レ
ン
チ
の
技
法
で
調
理
。
さ
ら
に
、

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
に
入
植
し
た
ド
イ
ツ
人
は
、

く
ず
肉
を
集
め
た
料
理
や
ピ
ク
ル
ス
、甘
い
パ
イ

な
ど
で
大
食
漢
の
胃
袋
を
満
た
し
た
。

独
立
戦
争
を
経
た
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
れ
ま
で

に
作
り
上
げ
た
食
文
化
と
食
糧
事
情
の
豊
か
さ

を
享
受
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
美
食
家
が
ア
メ
リ
カ

料
理
は
最
高
だ
と
褒
め
た
と
い
う
話
が
あ
る
。

十
九
世
紀
に
入
る
と
、
パ
リ
の
シ
ェ
フ
た
ち
が

高
級
料
理
を
広
め
た
が
、
同
時
に
飽
食
を
戒
め
る

風
潮
も
生
ま
れ
、
健
康
食
を
始
め
る
人
た
ち
も

現
れ
る
。
そ
の
頃
、
西
部
地
域
へ
の
移
住
が
始

ま
り
、
開
拓
者
や
カ
ウ
ボ
ー
イ
た
ち
は
簡
単
、

手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
移
動
料
理
を
作
っ
た
。
こ

れ
が
現
代
の
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
原
点
だ
と

も
い
え
る
。

咸臨丸に随行した福沢諭吉（国立国会図書館蔵）
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南
北
戦
争
で
起
こ
っ
た
食
の
変
化

大
陸
横
断
鉄
道
の
完
成
と
流
通
革
命

J.キャンベルの缶詰製造の効率化が、
アメリカ食文化に変化をもたらした

南北戦争の様子を描いた絵画（○The Granger collection,New York/PPS)C

1869年アメリカ大陸横断鉄道が開通する
（○The Granger collection,New York/PPS)C
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シ
リ
ア
ル
と
い
う
朝
食
革
命

「
金
ぴ
か
時
代
」
の
光
と
影

現代アメリカの食の典型である巨大なステーキ
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「
新
移
民
」
が
も
た
ら
し
た
食
の
多
様
化

1909年、ドイツからアメリカへ渡る移民たちの食事風景（ニューヨーク移民博物館蔵）
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